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　平成 28 年第４回（12月）定例会が12月８日開催され、人事案件３件、専決処分
事項の承認１件、条例制定・一部改正５件、工事請負変更契約の締結６件、28 年度
各会計補正予算４件、その他１件、議員発議１件などが提案され、慎重に審議された
結果、原案どおり可決されました。
　一般質問には、３名の議員が登壇し、執行部への考えを質しました。

第14号

第４回12月定例会

○
長
寿
者
祝
金
の
贈
呈

　
　

井い
の
う
え上
加か

よ

こ
代
子
さ
ん（
馬
場
）が
、11
月
５

日
、満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
水
上
村
長
寿
者

祝
金
支
給
条
例
の
適
用
に
よ
り
、長
寿
者

祝
金
を
贈
呈
。

○
平
成
28
年
秋
の
叙
勲
並
び
に
褒
章
受
章

♦
深ふ
か
み水
敬け
い
じ
ろ
う

二
郎
氏（
宮
田
）が
瑞ず
い
ほ
う
し
ょ
う

宝
小
綬じ
ゅ

章し
ょ
う（
郵
政
事
業
功
績
）受
章

　
　

昭
和
40
年
４
月
１
日
、
旧
郵
政
省
に

入
省
さ
れ
、
平
成
19
年
３
月
31
日
、
大

分
中
央
郵
便
局
長
で
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
42
年
間
に
わ
た
る
郵
政
事
業
に
対
す

る
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

11
月
９
日
、
東
京
都
内
ホ
テ
ル
で
叙
勲

伝
達
式
、
皇
居
に
お
い
て
天
皇
陛
下
の

拝
謁
が
行
わ
れ
た
。

♦
坂さ

か
ぐ
ち口
行ゆ
き
ひ
ろ宏
氏（
湯
山
覚
井
）が
藍ら
ん
じ
ゅ綬

褒ほ
う
し
ょ
う
章（
更
正
保
護
）受
章

　
　

平
成
４
年
11
月
20
日
、
法
務
大
臣
か

ら
保
護
司
に
任
命
さ
れ
、
現
在
ま
で
の

23
年
間
に
わ
た
る
人
の
立
ち
直
り
を
支

援
す
る
保
護
司
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。
12
月
８
日
、

球
磨
総
合
庁
舎
内
、
人
吉
地
区
更
正
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
熊
本

保
護
観
察
所
長
か
ら
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

♦
藏ぞ
う
ざ座
昭あ
き
お生
氏（
高
澄
出
身・兵
庫
県
加

古
川
市
在
住
）が
黄お
う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章（
卓
越
技

能
業
務
精
励
）受
章

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
委
嘱
状
交

付

　
　

12
月
２
日
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委

嘱
状
を
11
名
（
２
名
は
新
任
）
に
交
付
。

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
11
月

30
日
ま
で
を
任
期
と
し
、
新
た
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

○
森
林
基
幹
道
上
米
良
大
平
線
の
開
通
式

　
　

11
月
４
日
、
西
米
良
村
上
米
良
の
林
道

現
場
に
お
い
て
、
森
林
基
幹
道
上
米
良
大

平
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
員
参
集
の
も

と
開
通
式
を
挙
行
。
昭
和
57
年
６
月
、
水

上
村
と
西
米
良
村
に
よ
り
森
林
基
幹
道
上

米
良
大
平
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
が
設

立
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
開
設
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
今
後
、
林
業
振
興
の
促
進
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
森
林
観
光
へ
の
活

用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

○
第
５
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会

　
　

12
月
４
日
開
催
さ
れ
た
福
岡
国
際
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
、
日
本
人
最
高
の
第
３
位
入

賞
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
川
内
優
輝
選
手

（
埼
玉
県
庁
）
を
は
じ
め
、
６
４
５
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
。

村
長
諸
般
の
報
告
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○
球
磨
郡
町
村
会
平
成
29
年
度
管
内
主
軸
事
業
上
京

要
望

　
　

11
月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、地
元
選
出
国
会

議
員
12
名
、農
林
水
産
省
、国
土
交
通
省
、文
部
科
学

省
へ
29
年
度
球
磨
管
内
主
軸
事
業
の
要
望
を
実
施
。

主
に
道
路
事
業
の
整
備
促
進
、橋
梁
の
長
寿
命
化
修

繕
、市
房
ダ
ム
湖
周
辺
の
整
備
、林
業
振
興
施
策
の

拡
大
強
化
、野
生
獣
類
被
害
対
策
、教
育
支
援
活
動

に
対
す
る
予
算
及
び
支
援
員
の
確
保
等
を
要
望
。

○
平
成
27
年
度
実
施
事
業
の
行
政
評
価

　
　

行
政
評
価
委
員
会
を
４
回
開
催
し
、
工
事
請
負

費
22
件
、
補
助
交
付
金
事
業
82
件
の
計
１
０
４
件
が

審
議
さ
れ
た
結
果
、
Ａ
評
価
（
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
妥
当
）
１
０
０
件
、
Ｂ
評
価
（
事
業
の
進
め
方

の
改
善
検
討
）
２
件
、
Ｃ
評
価
（
事
業
の
規
模
・
内

容
の
見
直
し
の
検
討
）
２
件
。
評
価
の
結
果
と
付
帯

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の
施
策
の
展
開
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

○
平
成
29
年
度
新
規
採
用
職
員
試
験
結
果

　
　

９
月
に
第
一
次
試
験
を
実
施
し
た
が
、
合
格
判

定
基
準
点
数
を
満
た
す
該
当
者
が
な
く
、
全
員
が

不
合
格
の
判
定
。

○
郡
市
中
体
連
駅
伝
大
会

　
　

男
子
２
チ
ー
ム
、女
子
１
チ
ー
ム
が
出
場
し
結
果
、

男
子
は
10
位
と
11
位
、女
子
は
８
位
で
し
た
。

○
第
44
回
人
吉
球
磨
中
学
校
英
語
暗
唱
発
表
大
会

　
　

１
年
生
は
２
位
、
３
年
生
は
１
位
。
３
年
生
の

３
人
は
郡
市
の
代
表
と
し
て
県
大
会
に
も
出
場
。

本
人
達
は
も
と
よ
り
周
囲
の
生
徒
も
新
た
な
自
信

に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

○
第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
熊
本
県
作
文
コ

ン
テ
ス
ト

　
　

湯
山
小
６
年
生
、
小
原
千ち

さ沙
さ
ん
の
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
見
守
り
隊
」
と
い
う
作
文
が
県
知
事
賞

を
受
賞
。

○
湯
山
小
学
校
補
助
教
員
の
交
代

　
　

井い
ぐ
ち口
美み

き紀
先
生
の
後
任
に
、
谷た
に　

真ま

ゆ

み
由
美
さ
ん

（
あ
さ
ぎ
り
町
）
が
11
月
14
日
か
ら
赴
任
。

○
生
善
院
本
堂
並
び
に
庫く

り裏（
注
）の
村
文
化
財
指
定

　
　

水
上
村
文
化
財
保
護
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
11

月
18
日
、
教

育
委
員
会
を

開
催
し
客
殿

を
含
む
本
堂

並
び
に
庫
裏

の
村
有
形
文

化
財
指
定
を

決
定
。

（
注
）庫
裏
と
は
、

仏
教
寺
院
に

お
け
る
僧
侶

の
居
住
す
る

場
所
を
い
う
。

○
桜
の
里
一
周
駅
伝
大
会

　
　

１
月
29
日
、
古
屋
敷
を
10
時
ス
タ
ー
ト
。
各
チ

ー
ム
の
選
手
の
力
走
に
沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願

い
し
た
い
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

幸こ
う
の野
真ま

ゆ

み
由
美
氏
（
幸
野
）
に
つ
い
て
の
諮
問
が

あ
り
、
諮
問
の
と
お
り
賛
成
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

千ち

ば葉
弘ひ
ろ
み実
氏
（
里
坊
）
、
余あ
ま
り利
英ひ
で
の
り徳
氏
（
川

内
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　
　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
た
め
の
条
例
制
定
で

す
。

○
水
上
村
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設
条
例

　
　

水
上
村
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設（
野
生
獣
類
の
加

工
及
び
製
造
）の
設
置
に
伴
い
、施
設
の
管
理
、利
用

に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

人
事
案
件

教
育
長
諸
般
の
報
告

条　
　

例

生善院本堂
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○
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
施
設
「
水
上
ス
カ
イ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
条
例

　
　

水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
施
設
「
水
上
ス
カ

イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
設
置
に
伴
い
、
施
設
の
管
理
、

利
用
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
た
め
の
条
例
制
定

で
す
。

○
水
上
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
及

び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
条
例
の
改
正
で
す
。

○
水
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
条
例
の
改
正
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
２
５
万
円
を
減
額

し
、
総
額
を
３
８
億
２
，１
１
５
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
事
業
の
採
択
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
か

ら
28
年
度
へ
繰
越
し
て
実
施
し
て
い
る
産
業
推

進
機
構
事
業
費
の
28
年
度
当
初
予
算
計
上
額
３
，

１
４
６
万
１
，０
０
０
円
な
ど
を
減
額
計
上
し
ま
し

た
。
村
道
北
目
平
谷
線
地
質
調
査
委
託
料
、
舗
装

工
事
１
，０
３
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
５
３
万
６
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
１
，
５
２
５
万
４
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
直

診
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８
４
７
万
１
，０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
８
７
０
万
４
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
７
，
４
９
８
万
５
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
（
平
成
28
年
度
水
上
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

○
車
両
損
傷
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

♦
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
整
備
工
事
そ
の
１
）

　

変
更
請
負
金
額
１
億
１
，５
３
１
万
３
，８
５
８
円

♦
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
整
備
工
事
そ
の
２
）

　

変
更
請
負
金
額
１
億
２
，８
６
７
万
９
，６
４
１
円

♦
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
整
備
工
事
そ
の
３
）

　

変
更
請
負
金
額
１
億
２
，８
４
７
万
１
，４
６
３
円

♦
（
水
上
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
整
備
工
事
そ
の
５
）

　

変
更
請
負
金
額　
　

８
，２
６
６
万
４
，１
２
８
円

　

◇
（
水
上
村
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
）

　
　

変
更
請
負
金
額
４
億
２
，２
４
０
万
１
，９
８
７
円

　

◇
（
村
道
白
蔵
線
災
害
防
止
工
事
）

　
　

変
更
請
負
金
額
２
億
２
，８
３
７
万
８
，９
２
０
円

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求

め
る
意
見
書

○
継
続
審
査
申
出
書

予　
　

算

そ
の
他

ジビエ処理加工施設
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蔵
座
総
務
課
長　

地
方
公
共

団
体
が
行
う
場
合
、所
有
者
個

人
の
名
義
の
ま
ま
で
は
難
し
い
。協

議
会
の
中
で
、専
門
職
の
意
見
を
聴

き
、慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
嶽
村
長　

国
の
補
助
制
度
を

利
用
す
る
と
、
目
的
外
使
用
な

ど
法
律
的
な
制
約
も
あ
る
。
そ
れ
ら

の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
か
検
討
し
、

困
難
で
あ
る
な
ら
ば
村
単
独
で
の
試

験
的
な
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

空屋等対策計画策定の
進捗状況は

今
後
の
住
宅
整
備
計
画
は

３月までに作成し、
ホームページ等で公表

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
進
め
て
い
く

山崎　隆浩　議員

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

空
屋
等
対
策
計
画
に
係
る
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
及
び

進
捗
状
況
は
。

蔵
座
総
務
課
長　

協
議
会
は
、

区
長
会
長
・
副
会
長
、水
上
駐

在
所
、建
築
士
、司
法
書
士
、熊
本
県

法
務
局
人
吉
支
局
長
で
構
成
し
て
い

る
。９
月
ま
で
に
現
地
調
査
、10
月
ま

で
に
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、未

回
答
の
方
に
再
度
依
頼
し
て
い
る
。

空
屋
等
対
策
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

３
月
ま
で
に
作
成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

協
議
会
設
置
後
、
除
却
事
業

に
対
し
ど
の
よ
う
な
検
討
を

な
さ
れ
た
か
。

蔵
座
総
務
課
長　

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

所
有
者
の
意
向
も
含
め
協
議
会
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

所
有
者
負
担
な
し
で
空
屋
を

除
却
し
、
一
定
の
条
件
の
も

と
再
利
用
可
能
な
宅
地
に
す
る
試
験

的
事
業
は
で
き
な
い
か
。

問答問答

村
営
住
宅
の
入
居
状
況
は
。

堤
田
建
設
課
長　

公
営
住
宅

１
０
３
戸
、
一
般
住
宅
25
戸

を
管
理
し
て
い
る
。
現
在
、
公
営
住

宅
の
み
３
戸
募
集
し
て
い
る
。

今
後
の
住
宅
整
備
計
画
は
。

中
嶽
村
長　

昭
和
48
年
代
に

整
備
さ
れ
た
公
営
住
宅
を
、
単

問問 答答

体
の
個
人
住
宅
と
し
て
売
却
で
き
な

い
か
考
え
て
い
る
。
ま
た
常
楽
跡
地

は
村
道
の
是
非
に
つ
い
て
本
年
度
中

に
結
論
を
出
し
、
29
年
度
に
宅
地
分

譲
、
住
宅
整
備
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
業
務
委
託
経
費
等
の

計
上
も
考
え
て
い
る
。

問

答

答
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花嫁対策の
今後の取り組みは

公
共
施
設
遊
具
の
安
全
確
認
は

体験型事業に基軸を置き、
進めていく

適
正
な
安
全
管
理
に
努
め
て
い
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

花
嫁
対
策
は
、
本
村
の
み
な

ら
ず
全
国
的
な
問
題
で
あ
る

が
、
村
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

田
島
産
業
振
興
課
長　
「
水
の

上
の
学
校
」
の
一
環
と
し
て

「
山
里
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
学
校
」
で

対
応
し
て
お
り
、
村
内
の
独
身
男
性

を
対
象
に
村
外
の
女
性
と
の
婚
活
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は

郡
市
の
協
議
会
も
設
立
さ
れ
、人
吉
・

球
磨
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
村
の
実
績
と
し
て
は
、
平
成

13
年
度
以
降
８
組
が
結
婚
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
内
容
に
つ

い
て
、
外
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
助
言
を
求
め
る
考
え
は
。

田
島
産
業
振
興
課
長　

水
上

村
と
の
交
流
の
維
持
と
地
域

活
性
化
促
進
の
点
か
ら
も
、
体
験
型

事
業
に
基
軸
を
置
く
べ
き
と
考
え

る
。
当
事
者
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ
い
て
、
大
い
に
支
援
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
。
参
加
す
る
男
女
に

向
け
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
服
装
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
会
話
）
は

結
婚
相
談
員
が
行
っ
て
い
る
。

問問 答

遊
具
の
老
朽
化
が
原
因
で
事

故
に
い
た
る
事
例
の
報
道
を

聞
く
が
、
本
村
の
保
守
点
検
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

田
代
保
健
福
祉
課
長　

村
内

２
つ
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
保
育
指
針
並
び
に
厚

生
労
働
省
通
知
に
基
づ
き
、

毎
日
目
視
に
よ
る
点
検
、
月

１
回
遊
具
点
検
表
に
基
づ
く

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

田
島
産
業
振
興
課
長　

公
園
施
設
に
お
い
て
は
、

毎
月
目
視
に
よ
る
点
検
を
行

い
、
作
業
委
託
し
て
い
る
方
々

に
も
報
告
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
吊
り
橋
に
つ
い
て
は
、

年
１
回
業
務
委
託
業
者
が
点

検
し
て
い
る
。

問答答

答

甲
斐
教
育
課
長　

小
学
校
に

つ
い
て
は
、
公
園
施
設
の
製

品
安
全
管
理
技
士
・
製
品
整
備
技
師

の
資
格
を
持
つ
業
者
に
遊
具
施
設
劣

化
診
断
を
委
託
し
、
教
職
員
に
よ
る

毎
月
の
点
検
も
行
っ
て
い
る
。

答

ほいほい広場遊具
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水上村の公共事業
入札契約制度は

廃
校
後
の
資
料
収
集
、
記
録
保
存

は
ど
の
よ
う
に

県の要領等を参考に
定めている

展
示
施
設
を
計
画
し
、
国
へ
申
請
し
て
い
く

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ 本
村
の
指
名
審
査
会
は
、
何

名
で
会
長
は
誰
か
。

堤
田
建
設
課
長　

副
村
長
と
各

課
の
課
長
６
名
で
構
成
し
、
会

長
は
副
村
長
が
務
め
、
副
村
長
不
在

の
場
合
は
、
総
務
課
長
が
代
行
す
る
。

公
共
事
業
入
札
契
約
制
度
は
、

県
の
制
度
に
準
じ
て
い
る
の
か
、

も
し
く
は
村
独
自
の
制
度
な
の
か
。

堤
田
建
設
課
長　

準
じ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
全
く
異
な

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
県
の
要
領
等
を

参
考
に
本
村
の
関
係
要
領
を
定
め
て

い
る
。建

設
業
に
対
す
る
地
場
産
業

育
成
の
方
策
は
。

中
嶽
村
長　

経
営
審
査
を
受

け
て
い
な
く
て
も
、
入
札
に

参
加
で
き
る
な
ど
の
配
慮
を
し
、
商

工
業
施
設
等
整
備
補
助
金
や
、村
道
・

林
道
の
維
持
管
理
費
で
村
内
業
者
を

重
視
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

問答答

答

問

問

廃
校
に
な
っ
た
古
屋
敷
小
学

校
、
柳
原
分
校
、
川
内
分
校

の
記
録
、
資
料
等
は
残
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
保
管
場
所
は
。

甲
斐
教
育
課
長　

古
屋
敷
小

学
校
が
平
成
13
年
３
月
に
廃

校
、
平
成
22
年
に
解
体
し
た
。
そ
の

際
の
資
料
は
学
校
の
沿
革
史
、校
旗
、

歴
代
校
長
の
写
真
、
校
歌
の
原
譜
、

数
冊
の
記
録
写
真
が
あ
る
。
沿
革
史

は
岩
野
小
学
校
に
、
そ
の
他
は
教
育

課
で
保
管
し
て
い
る
。「
福
祉
と
文

化
の
集
い
」
な
ど
の
機
会
に
展
示
を

考
え
て
い
る
。

廃
校
に
な
っ
た
全
て
の
学
校

の
資
料
館
を
造
る
計
画
は
。

中
嶽
村
長　

国
費
を
利
用
し
、

展
示
施
設
の
計
画
を
教
育
委

員
会
で
検
討
し
て
い
る
。

問答

答 問

編
集
後
記

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
多
く
の
方
々

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
今
も
な

お
そ
の
爪
痕
を
残
し
県
民
を
挙
げ
て
の
復
旧
・

復
興
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
全
国
や

世
界
の
国
々
か
ら
も
人
的
支
援
や
救
援
物
資

も
た
く
さ
ん
送
ら
れ
、
県
民
の
一
人
と
し
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
災
害
の
な
い
平
穏
無
事
な
年
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
た
だ
た
だ
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
酉
年
で
す
が
、
酉
年
生
ま

れ
の
方
は
、
と
て
も
几
帳
面
な
性
格
で
ま
た

親
切
で
世
話
好
き
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
？

　

平
成
29
年
も
ひ
と
月
を
過
ぎ
、
ま
だ
寒
さ

厳
し
い
日
が
続
い
て
お
り
、
春
が
待
ち
遠
し

い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
入
試
、
卒
業
式
、
入
学
式

な
ど
一
年
で
最
も
行
事
の
多
い
月
を
迎
え
ま

す
が
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

広
報
委
員
一
同
、
見
や
す
い
、
読
み
や
す

い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に
一
生
懸
命
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

米
良　
　

哲

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会　
　
　
　
　

委
員
長　
　

荒
嶽　
　

晋

委
員
長　
　

荒
嶽　
　

晋

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　
　

員　
　

米
良　
　

哲

委　
　

員　
　

米
良　
　

哲

山
崎　

隆
浩

山
崎　

隆
浩


